
人面文土器 (1977 年出土）

亀塚遺跡遠景（南東から鹿乗川上流・桜井神社方向をのぞむ）

　亀塚遺跡は碧海台地の東縁から沖積低地に分布

する鹿乗川流域遺跡群の一つです（裏面地図参照）。

　亀塚遺跡ではこれまで 1973 年以降度々調査が

なされ、最近では 2016 年度に発掘調査が実施

されています。1977 年度の調査では、入れ墨を

施した弥生人の顔を線刻で描いた人面文壺形土器

（右写真）が出土しています。この土器は 2016 年

に国の重要文化財に指定され、亀塚遺跡は全国的

に有名になりました。

　今回の調査は、遺跡の東側（鹿乗川に近い沖積地側）、2016 年度調査区の北で実施しています。

これまでの調査で弥生時代から中世の土坑や溝、河道跡などがみつかっています。

　最後になりましたが、皆さまには、日ごろよりの埋蔵文化財行政へのご理解・ご協力に感謝致し

ますとともに、この発掘通信が遺跡への親しみを深める一助となれば幸いです。
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『変貌する弥生社会』

（考古学フォーラム 2013）より改変



建築部材（先端にほぞ穴）

古墳時代前期の河道跡（北から）

河道跡から出土した土器群
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木製品

古墳時代前期の河道跡と出土遺物

河道北岸から出土した土器や木製品

古墳時代前期の河道

　本年度の調査では、弥生時代から中世の遺物・遺構が確

認されています。その中で特筆すべき成果は調査区の南側

で見つかった河道跡です（右ページ写真）。

　河道跡からは多くの土器に加え、杭や板材などの木製品

が出土しています。自然木もまっすぐなものが多く、利用

するために河道に貯蔵していたものかもしれません。土器

は古墳時代前期（４世紀ごろ）のものが主であり、この河

道はこの時期に埋まったと考えられます。出土した土器は

あまり摩滅もしておらず、大きな破片もあることからさほ

ど遠くから流れてきたものではないでしょう。近くに竪穴

住居などがあったのかもしれませんが、まだ見つかってい

ません。今後の調査成果が期待されます。

　他の遺構からも多くの遺物が出土していますが、

注目すべきものとして銅製の鏃（やじり）が２点

あります（下写真）。

　また、本年度は数㎡の小さな区画を遺跡範囲を

確認するために調査しています。範囲確認調査に

おいても、河道跡がみつかっており、2016 年度

の成果も含めて、調査区一帯は弥生時代から江戸

時代まで、度々流路を変える多くの河道があった

ことが分かります。

　右の鏃は複数の小さな穴があけら
れたもので、多孔銅鏃というものです。
弥生時代終末期から古墳時代初めに
かけて東海地域を中心にみつかって
いますが、出土例は少なく貴重です。


